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1．巻頭のことば
こ＞に本研究施設の業績集らができました。業績集は4年ごとにまとめておりま
すので，情報伝達研究部門が昭和45年4月に開設されてから，すでに20年を
閲したことになります。その間，昭和51年12月に神経物性研究部門が増設されジ
中村俊雄教授（現名誉教授）を迎えましたが,御病気のため，昭和62年3月に
退官されました。このことは誠に残念でした。しかし，昭和63年2月には東田
陽博教授が神経物性研究部門に，本大学がん研究所薬理部門より着任され，細胞内
伝達系の先端的研究分野の実験を，間髪をいれず，精力的に開始されたことは喜ば
しい限りです。
両研究部門とも正式スタッフは少人数ですが，とくに新規の神経物性研究部門に
は多数の専攻生や協力研究員が集まり，日夜を分かたず実験が進められております。
発表論文の目録に見られるように，学際・国際的な研究成果を挙げてきていると自
負する次第です。
今日，脳研究の重要性が強く叫ばれております。アメリカでは1990年代を
「DecadeoftheBrainjとして，脳研究を推進する法案にブッシュ大統領が承認
を与えたと伝えられています。1995年には国際脳研究機構(IBRO)の総会が京都
で開催されるとも聞きます。これらが我が国の神経科学研究者に強いインパクトを
与えることは言をまちません。本研究施設においても，斬新な研究分野へと拍車を
かける好機かと考えます。
研究設備もかなり整って来ました。本学部の多くの若い学究の情熱と努力が待た
れる現況です。現在，第3部門として，神経薬理研究部門の早期設置を当局に申請
はしておりますものの，定員増は到底望めそうもございません。今後，本研究施設
の発展をどのように計ってゆくべきか，なにとぞ皆さまのご理解とご支援をお願い
申し上げる次第です。
平成2年4月
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金沢大学医学部
神経情報研究施設長根岸晃六
2．神経情報研究施設の目的と沿革
神経系の機能は生体の示す機能のうちで，最も複雑かつ高次のもので，生体の内
外からの刺激（情報）を各種感覚器で選択受容し，求心性の興奮（符号化された情
報）として大脳中枢に伝え，中枢においては生体各部からの興奮を統合積分し，遠
心性興奮として末梢に送り，効果器（筋および腺器官）の作用として具現され，生
体の行動となる。このような神経情報処理機構を，生理，構造，生化学および薬理
学の諸局面より総合的に把握究明し，人体機能の解明に資するとともに，人類の最
終疾患と言われる精神神経疾患の理解と治療のための基礎研究を果たすことが本研
究施設の目的である。
つとに本医学部においては，神経系に関する生理，薬理，形態，病理および臨床
神経学的研究が盛んで，多年にわたり，幾多の業績が関係教室から発表されてきた。
･これら各教室の業績を相互に報告し，気楽に意見を交換しあうことによって，神経
研究の一層の発展を期する目的で，秋元波留夫教授（精神神経科，東京都立松沢病
院顧問）および岩間吉也教授（生理学，大阪大学名誉教授）を中心に，昭和30年
（1955年）春，「電気生理学研究会」が発足した。この会は，ほんの数名の参加者
で始められ，会合は不定期で記録は残されていない。
昭和34年(1959年）春，学内の有志が集まって定期的に会合を開くことを申しあ
わせ，『神経生理懇話会」と改称，さらに同年秋，この会で検討する対象の範囲を
一層広くする趣旨のもとに，岩間吉也教授（前出），本陣良平教授（解剖学，名誉
教授，前金沢大学学長），島薗安雄教授（神経精神科，国立精神・神経センター 名
誉総長），梶川欽一郎助教授（病理学，名誉教授，前福井医科大学学長），小林敏
男助教授（放射線科，前信州大学教授），米村大蔵助教授（眼科，名誉教授），山
本信二郎講師（脳神経外科，名誉教授），および大塚良作助教授（神経科精神科，
前教授，故人）が発起人となり，該懇話会を『神経学研究会」と改称し，月2回の
例会を持つようになった。このような趨勢に呼応して，とくに生体情報機構の解明
という新しい医学的立場から神経・脳研究の態勢を総合的に備えようという気運が
盛り上がり，当時の医学部長倉知与志教授（眼科，故人），および大村裕教授
（生理学，九州大学名誉教授）が中心になって，「神経情報研究施設」の設置を，
昭和40,41年の2度にわたって文部省に申請，昭和42年6月1日当局の認可を得る運
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